
  

特定非営利活動法人 北海道総合地質学研究センター 
2021年通常総会 

 

 
開催日時：2021/04/25, 13:00–14:50 
開催場所：札幌市北区北 8条西 3丁目 エルプラザ 2階 環境研修室 1 を実際の会場とし, 定款第 28条により, 
オンラインでの出席を可とする 

開催目的：定款第 22条に定める総会議決事項を審議し，議決すること 
総会次第： 
開会 理事長挨拶 
議長ならびに議事録署名人の選出 
審議 
第 1 号議案 2020年度事業報告および決算 
第 2 号議案 2021年度事業計画および予算 
第 3 号議案 2021年度役員選任 
その他 
報告 

1. 会員動向 
2. 理事会報告 
閉会 

 
○ 特定非営利活動法人北海道総合地質学研究センターの 2020年事業年度は 2020年 4月 1日から 2021年 3月

31日までである.  
○ 総会開催日における会員数は以下の通りである. 正会員 20, 一般会員 9, 院生・学生会員 1, 賛助会員 1. 全
会員数 31 である. 

○ 定款第 26条 (資料 3) により, 正会員総数の 2分の 1以上の出席がなければ開会することができない 
○ 定款第 27条 (資料 3) により, 総会の議事は, この定款に規定するもののほか, 出席した正会員の過半数をも
って決し,可否同数のときは, 議長の決するところによる 

○ 定款第 28条 (資料 3) により, IT・ネットワーク技術を活用することによって, 実際上の総会と同等の環境が
用意される場合, 正会員はオンラインにより総会に出席し, 表決することができる.  

○ 定款第 28条 (資料 3) により, やむを得ない理由のため総会に出席できない正会員は, あらかじめ通知された
事項について書面若しくは電子メールをもって表決し, または他の正会員を代理人として表決を委任すること
ができる. この規定によって表決した正会員は総会に出席したものとみなす 

○ 2020 年度役員等一覧 (2021年 3月 31日 時点) 
理事長：前田仁一郎. 副理事長：嵯峨山 積. 専務理事：宮下純夫, 理事：石﨑俊一, 川村信人, 君波和雄, 前田
仁一郎, 松田義章, 宮下純夫, 中川 充, 岡 孝雄, 岡村 聡, 嵯峨山 積, 関根達夫, 高波鐵夫, 栁下文夫, 山岸宏
光. 監事：在田一則, 加藤孝幸. 幹事 (内規に基づき, 理事長の指名により, 正・副理事長および専務理事とと
もに幹事会を構成)：岡村 聡, 関根達夫, 高波鐵夫, 栁下文夫. 「総合地質」編集委員会：宮下純夫 (委員長), 
君波和雄, 松田義章, 岡 孝雄 (副委員長), 岡村 聡, 栁下文夫. 「HRCG通信」発行チーム：栁下文夫 (リーダ
ー), 高波鐵夫, 岡村 聡 

 

  



  

審 議 

 
第 1 号議案：2020 年度事業報告および決算 

 
1-A：2020 年度事業報告 

 
2020 年度は新型コロナウイルス感染拡大によるパンデミック状態の継続のため, 全ての公開事業を中止し, 会

員対象の事業のみを実施した. 特に会員間の交流と情報交換の促進を目的に会員交流会の開催と HRCG 通信の発
行を開始した. また, 設立以降, 初めての会費額の再検討を行い, 一般会員会費を 5,000 円から 2,000 円に改定し
た. 以下，2019年総会において決議した事業計画に沿って記述する. なお, 資料 1に 2020 年度の事業・活動の記
録を示す.  
 

1. 学術雑誌「総合地質」の刊行事業 
4巻 1号を 2020/10/25に発行し (担当：宮下純夫ほか編集委員会), 国会図書館, 産総研, 道地質研, 道立図書館, 

北海道博物館に納本・寄贈した. また残部については財務担当の管理のもと, 1 部 1,500 円で希望者に頒布してい
る. 

2. 研究セミナー・論文輪読会の開催事業 
新型コロナウイルス感染拡大に伴う外出自粛により，会員対象の事業も極力控えることとし, いわゆる三密対

策を施した上で研究セミナーを 1 回 (第 15 回, 2020/10/31, 講演件数 5：嵯峨山 積ほか, 山岸宏光, 宮下純夫ほ
か, 山下康平・前田仁一郎, 谷内 元 [招待], 出席者 10 名), また当初の事業計画にはなかったが, 会員間の交流と
情報交換を目的に, 新たに会員交流会を設定し, 4 回 (第 1回 2020/08/01 14名参加, 第 2回 2020/08/29 10名参加, 
第 3 回 2021/01/31 14 名参加, 第 4 回 2021/03/07 11 名参加) 開催した. 第 4 回会員交流会はオンラインで行った. 
なお, 前年度に実施予定であったものの延期となっていた第 2 回論文輪読会は中止となった. なお, 新たに会員
交流会を事業として設定したので, 研究セミナー, 論文輪読会, 会員交流会の位置づけ等を整理しておく.  
・研究セミナー：会員の専門的な研究成果や総説的な内容 (狭義の地質学，あるいは地球科学に限定しない) に

ついての発表と討論を目的とするが，全ての会員の参加を前提とし, 専門を異にする会員に対する配慮を必要とす
る．企画と運営は幹事会内の担当者が行う． 
・論文輪読会：会員の専門的な研究成果や総説的な内容 (狭義の地質学，あるいは地球科学に限定しない) に

ついての発表と専門的な議論を目的とし，全ての会員に開催の案内を行うものの, 専門を異にする会員への配慮を
必要としない．会員個人の提案で開催されるが, 開催会場の確保等は幹事会が行う．企画のとりまとめ・調整は幹
事会内の担当者が行う． 
・会員交流会：会員間の交流と情報交換を目的とするものであり, 取り上げられる話題は趣味・各種話題/情報

提供を含め, 制限を置かないが, 北海道総合地質学研究センターの活動と事業の範囲を逸脱しないものとする．企
画と運営は幹事会内の担当者が行う． 

3. 市民向け公開講座の開催事業 
新型コロナウイルス感染拡大によるパンデミック状態の継続のため, 2020 年度実施予定であった公開講座をす

べて中止した (2020/05/22 決定). 中止となった公開講座は以下の通り． 
・第 9回公開講座 2020/07/18・07/25, タイトル：どうして山ができるのか, 講師：前田仁一郎 
・第 10 回公開講座 2020/8/29, タイトル：変動する地球：日本海東縁の地震帯––迫り来る地震への備え––, 講

師：宮下純夫 
・第 11 回公開講座 2020/10/31, タイトル：2018年胆振東部地震の地盤変動の全容, 講師：岡 孝雄 
・第 12 回公開講座 2020/11/28, タイトル：地質学的に見た手稲山の形成史, 講師：松田義章 
4. 一般会員向け事業の拡充 
新型コロナウイルス感染拡大によるパンデミック状態の継続のため, 特別の事業を行うことができなかったが,



  

会員交流会などの行事への参加依頼, 事業・活動の内容についての意見・要望をメールにて依頼した (2020/05/07).  
5. 自治体等へのアウトリーチ活動の実施 
新型コロナウイルス感染拡大によるパンデミック状態継続のため, 特別の事業を行うことができなかった． 
6. 2018・2019 年度年報の作成 
2020/08/20 に発行 (担当：嵯峨山 積) 
7. 全国規模のシニア主体の組織体構築の模索 
2020/09/09 から名古屋大学において開催される日本地質学会学術大会の期間中に小集会の開催を検討する予

定であったが, 新型コロナウイルス感染拡大の継続のため, 学会開催自体が中止となったため, 特別の活動を行う
ことにならなかった. 

8. 社会的認知度向上のための活動の実施 
新型コロナウイルス感染拡大によるパンデミック状態継続のため, 特別の事業を行うことができなかった． 
9. ホームページコンテンツの充実 
定常的な維持作業を行った (担当：前田仁一郎) 
10. HRCG の今後のあり方の検討 
幹事会において, 2022年度以降のリアルオフィスのあり方の検討, 運営体制・部門の再検討, 役員報酬・役務有

償化などの検討を継続的に行った. 
11. HRCG通信の発行 
当初の事業計画にはなかったが, 新型コロナウイルス感染拡大によるパンデミック状態のもと, 会員間の交流

と情報交換を目的として HRCG 通信 (2020/11/17 第 1 号および第 1 号号外, 2021/02/19 第 2 号) を発行した (担
当：栁下文夫ほか発行チーム). 

12. その他 
会員有志 (岡 孝雄・関根達夫) の企画・呼びかけによって胆振東部地震における岩盤崩壊の現地見学会が

2020/10/25 に実施され, 案内者も含め 6名の会員が参加した. 
 

1-B：2020 年度決算 
 
特定非営利活動法人北海道総合地質学研究センター2020年度決算案と事業毎の収支報告を別紙に示す. 2020年

度は 2020/04/01 から 2021/03/31 までの 12ヶ月である． 
前年度からの繰越金は 249,988円で，次年度への繰越金は 409,960円となり，159,972円の黒字である．黒字の

原因は，札幌市さぽーとほっと助成金 168,000円が 2020/04/17 の支払いとなったためである． 
 
別紙：2020年度決算案, 貸借対照表, 財産目録, 2020年度事業毎決算 (「総合地質」刊行事業, HRCG通信発行

事業，研究セミナー事業，会員交流会事業), 2020年度寄付・無償役務等提供者一覧 
 

1-C：2020 年度監査報告 
 

2021/04/18 に監事 在田一則と加藤孝幸により監査が行われ, 正・副理事長が同席した. 監査報告を別紙に示す. 
 

別紙：監事監査報告 
 

第 2 号議案：2021 年度事業計画および予算 
 

2-A：2021 年度事業計画 
 



  

 
2021年度も新型コロナウイルス感染状況の改善が見通せず, 従って公開事業については確定的に盛り込むこと

を断念せざるを得ない． 
 
1. 学術雑誌「総合地質」の出版事業 
第 5 巻 (オンライン版とプリント版) を作成し, 国会図書館, 産総研, 道地質研, 道立図書館, 北海道博物館に

納本・寄贈する. 残部について希望者に実費で頒布する. 
2. 研究セミナー・論文輪読会・会員交流会の開催事業 
新型コロナウイルス蔓延の事態の中, 可能な限り例年と同様に企画・実施する. 特にオンラインによる開催を

考慮する. 研究セミナーと会員交流会については各 3回の開催を予定する. 論文輪読会を不定期に開催する. 
3. HRCG 通信 
4 回の発行を予定する. 
4. 会員向け事業の拡充 
この間, 増加した一般会員の要望に応える意味もあり, 夏季に野外観察・巡検を主とする行事を企画・実施する.  
5. 市民向け公開講座の開催事業 

現時点では具体的に企画を検討しないが, 新型コロナウイルス蔓延の事態に改善が認められるなら, その時点で
公開講座を企画・実施する．なお, 道民カレッジ連携講座 2021年度前期 (4–9月) 分の指定申請は既に終了 (2021
年の場合は 2 月上旬) している.  

6. 2020 年度年報の作成 
本総会の終了後, 発行を予定する. 
7. HRCG の今後のあり方の検討 
2022年 3月のエルプラザブース退去への対応の検討, 運営体制・部門の再検討, 役員報酬・役務有償化, 公開講

座受講料額などの検討を行う. 
8. その他 
自治体等へのアウトリーチ活動の実施, 全国規模のシニア主体の組織体構築の模索, 社会的認知度向上のため

の活動の実施, ホームページコンテンツの充実, ホームページの維持経費の有償化の検討 
 

3-B：2021 年度予算案 
 
上記 2021 年度事業計画に合わせ, 別紙に示す予算案を提案する. 新型コロナウイルスの蔓延のため本年度も

行事の多くが中止になることが確実で，収入の大半は会費によるものである．支出は最低限の必要経費を計上し

たが，少なからぬ額の赤字が見込まれるため，寄付金 100,000円とし，最終的に 7,360円の黒字予算案を作成した． 
 
別紙：2021年度予算案 

 
第 3 号議案：2021 年度役員選任 

 
正会員の中から以下の役員の選任を提案する. 
理事 (14 名)：石崎俊一, 川村信人, 君波和雄, 前田仁一郎, 松田義章, 宮下純夫, 中川 充, 岡 孝雄, 岡村 聡, 

嵯峨山 積, 関根達夫, 高波鐵夫, 栁下文夫, 山岸宏光 
監事 (2名)：在田一則, 加藤孝幸 
なお, 上記候補者以外の正会員が総会会場において立候補することを妨げるものではない． 
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の

部

　
1
.流

動
資

産

　
　

現
金

預
金

4
0
9
,9

6
0

　
１

　
流

動
資

産

　
　

流
動

資
産

合
計

　
2
.固

定
資

産
0

　
　

　
現

金
預

金

　
　

固
定

資
産

合
計

0

　
資

産
合

計
4
0
9
,9

6
0

　
　

　
　

現
金

（
現

金
手

許
有

高
）

0

Ⅱ
負

債
の

部

　
1
.流

動
負

債
0

　
　

　
　

普
通

預
金

4
0
9
,9

6
0

　
　

流
動

負
債

合
計

0

　
2
.固

定
負

債
0

　
　

　
流

動
資

産
合

計
4
0
9
,9

6
0

　
　

固
定

負
債

合
計

0

　
負

債
合

計
0

　
２

　
固

定
資

産
0

Ⅲ
正

味
財

産
の

部

　
　

前
期

繰
越

正
味

財
産

2
4
9
,9

8
8

　
　

　
固

定
資

産
合

計
0

　
　

当
期

正
味

財
産

増
減

額
1
5
9
,9

7
2

　
正

味
財

産
合

計
4
0
9
,9

6
0

　
資

産
合

計
4
0
9
,9

6
0

　
負

債
及

び
正

味
財

産
合

計
4
0
9
,9

6
0

Ⅱ
　

負
債

の
部

　
１

　
流

動
負

債
0

　
　

　
流

動
負

債
合

計
0

　
２

　
固

定
負

債
0

　
　

　
固

定
負

債
合

計
0

　
負

債
合

計
0

　
正

味
財

産
4
0
9
,9

6
0

貸
　

借
　

対
　

照
　

表

2
0
2
1
年

3
月

3
1
日

現
在 金

　
　

　
　

　
額

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

北
海

道
総

合
地

質
学

研
究

セ
ン

タ
ー

財
 産

 目
 録

2
0
2
1
年

3
月

3
1
日

現
在

金
　

　
　

　
　

　
額



収⼊ ⾦額（円） 内訳および補⾜説明

1,500円×8冊，1,000円×12冊

内訳；第1巻×４，第２巻×4，第３巻×5，第４巻×7

収⼊合計 24,000

⽀出 ⾦額（円） 内訳および補⾜説明

印刷・製本経費 33,000 第4巻，20冊（消費税10％を含む）

⼝座振込⼿数料 220 三誠社

納本郵送代 500 国⽴国会図書館，産総研

⽀出合計 33,720

収⽀ △9,720

収⼊ ⾦額（円） 内訳および補⾜説明

販売 0

収⼊合計 0

⽀出 ⾦額（円） 内訳および補⾜説明

⽤紙・トナー代 623

郵送代 4,794

⽀出合計 5,417

収⽀ △5,417

収⼊ ⾦額（円） 内訳および補⾜説明

参加費 0

収⼊合計 0

⽀出 ⾦額（円） 内訳および補⾜説明

会場費 0 8⽉実施予定の公開講座会場を使⽤

案内⽂郵送代 168 2名

⽀出合計 168

収⽀ △168

収⼊ ⾦額（円） 内訳および補⾜説明

参加費 0

収⼊合計 0

⽀出 ⾦額（円） 内訳および補⾜説明

会場費 4,900 第1回 3,000円，第3回 1,900円

スクリーン代 400 第1回，第3回

案内⽂郵送代 1,008

⽀出合計 6,308

収⽀ △6,308

全事業費収⽀ 収⼊ 24,000-⽀出 45,613＝△21,613円

「総合地質」刊⾏事業

2020年度事業毎決算

HRCG通信発⾏事業

第1号，第2号

研究セミナー事業

会員交流会事業

「総合地質」プリント版頒布 24,000



⽒
名

⾦
額

（
円

）
⽒

 
名

⾦
額

（
円

）
備

考
(算

定
時

間
)

⽒
 

名
⾦

額
（

円
）

備
考

(算
定

時
間

)
事

業
内

容
嵯

峨
⼭

 積
6,

00
0

在
⽥

 ⼀
則

8,
61

0
10

前
⽥

 仁
⼀

郎
2,

58
3

3
会

員
交

流
会

企
画

栁
下

 ⽂
夫

2,
00

0
加

藤
 孝

幸
8,

61
0

10
宮

下
 純

夫
17

2,
20

0
20

0
総

合
地

質
編

集
等

⾼
波

 鐵
夫

10
,0

00
前

⽥
 仁

⼀
郎

87
4,

77
6

1,
01

6
岡

村
 聡

3,
44

4
4

HR
CG

通
信

編
集

計
18

,0
00

宮
下

 純
夫

18
4,

25
4

21
4

嵯
峨

⼭
 積

5,
16

6
6

会
員

交
流

会
企

画
岡

村
 聡

63
,7

14
74

⾼
波

 鐵
夫

3,
44

4
4

HR
CG

通
信

編
集

嵯
峨

⼭
 積

44
4,

27
6

51
6

栁
下

 ⽂
夫

17
,2

20
20

HR
CG

通
信

編
集

関
根

 達
夫

65
,4

36
76

君
波

 和
雄

4,
30

5
5

総
合

地
質

編
集

⾼
波

 鐵
夫

65
,4

36
76

岡
 

孝
雄

4,
30

5
5

総
合

地
質

編
集

栁
下

 ⽂
夫

63
,7

14
74

計
21

2,
66

7
24

7
計

1,
77

8,
82

6
2,

06
6

⾦
額

（
円

）
18

,0
00

1,
99

1,
49

3
2,

00
9,

49
3

無
償

役
務

受
⼊

評
価

益
計

事
業

区
分

無
償

役
務

20
20

年
度

 寄
付

・
無

償
役

務
等

提
供

者
⼀

覧

寄
付

⾦
管

理
区

分
無

償
役

務

受
取

寄
付

⾦
・

無
償

役
務

内
訳

受
取

寄
付

⾦



2
0

2
1

年
4

月
1

日
～

2
0

2
2

年
3

月
3

1
日

（
単

位
：

円
）

収
入

I. 
経

常
収

益

科
目

予
算

前
年

度
実

績
差

額
備

考

1
. 
受

取
会

費

正
会

員
受

取
会

費
1

2
0

,0
0

0
1

2
6

,0
0

0
△

 6
,0

0
0

6
,0

0
0

円
×

1
9

名
（

前
納

者
1

名
）

+
6

,0
0

0
円

×
1

名
（

前
年

度
未

納
分

）

一
般

会
員

受
取

会
費

2
3

,0
0

0
3

0
,0

0
0

△
 7

,0
0

0
2

,0
0

0
円

×
9

名
+
5

,0
0

0
円

×
1

名
（

前
年

度
未

納
分

）

賛
助

会
員

受
取

会
費

1
0

,0
0

0
1

0
,0

0
0

0
1

0
,0

0
0

円
×

1
名

院
生

・
学

生
会

員
受

取
会

費
1

,0
0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

円
×

1
名

受
取

会
費

合
計

1
5

4
,0

0
0

1
6

6
,0

0
0

△
 1

2
,0

0
0

2
. 
受

取
寄

付
金

受
取

寄
付

金
1

0
0

,0
0

0
1

8
,0

0
0

8
2

,0
0

0
1

0
,0

0
0

円
×

1
0

人

無
償

役
務

受
入

評
価

益
2

,0
0

0
,0

0
0

1
,9

9
1

,4
9

3
8

,5
0

7

無
償

施
設

・
機

器
等

受
入

評
価

益
0

0
0

事
前

評
価

せ
ず

受
取

寄
付

金
合

計
2

,1
0

0
,0

0
0

2
,0

0
9

,4
9

3
9

0
,5

0
7

3
. 
受

取
助

成
金

等

受
取

助
成

金
0

1
6

8
,0

0
0

△
 1

6
8

,0
0

0
前

年
度

実
績

は
2

0
1

9
年

度
札

幌
市

さ
ぽ

ー
と

ほ
っ

と
基

金
助

成
金

受
取

補
助

金
0

0
0

受
取

助
成

金
等

合
計

0
1

6
8

,0
0

0
△

 1
6

8
,0

0
0

4
. 
事

業
収

益

総
合

地
質

出
版

事
業

1
5

,0
0

0
2

4
,0

0
0

△
 9

,0
0

0
総

合
地

質
1

0
冊

頒
布

研
究

セ
ミ

ナ
ー

開
催

事
業

0
0

0

公
開

講
座

実
施

事
業

0
0

0
公

開
講

座
事

業
の

実
施

を
予

定
し

な
い

の
で

計
上

せ
ず

公
開

講
座

資
料

販
売

0
0

0
公

開
講

座
事

業
の

実
施

を
予

定
し

な
い

の
で

計
上

せ
ず

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

事
業

0
0

1
5

0
,5

8
0

事
業

収
益

合
計

1
5

,0
0

0
2

4
,0

0
0

△
 9

,0
0

0

5
. 
そ

の
他

収
益

受
取

利
息

2
3

△
 1

預
金

利
息

雑
収

益
9

9
8

1
2

,8
8

0
△

 1
1

,8
8

2

そ
の

他
収

益
合

計
1

,0
0

0
1

2
,8

8
3

△
 1

1
,8

8
3

経
常

収
益

合
計

2
,2

7
0

,0
0

0
2

,3
8

0
,3

7
6

△
 1

1
0

,3
7

6

支
出

II.
 経

常
費

用

科
目

予
算

前
年

度
実

績
差

額
備

考

1
. 
事

業
費

(1
) 

人
件

費

給
与

0
0

0
計

上
せ

ず

謝
金

0
0

0

役
務

報
償

費
0

0
0

事
前

評
価

せ
ず

無
償

役
務

評
価

費
用

2
5

0
,0

0
0

2
1

2
,6

6
7

3
7

,3
3

3

人
件

費
合

計
2

5
0

,0
0

0
2

1
2

,6
6

7
3

7
,3

3
3

(2
) 

そ
の

他
経

費

講
義

準
備

・
資

料
作

成
準

備
必

要
経

費
0

0
1

1
8

,0
0

0
公

開
講

座
事

業
の

実
施

を
予

定
し

な
い

の
で

計
上

せ
ず

会
場

費
1

8
,0

0
0

4
,9

0
0

1
3

,1
0

0
研

究
セ

ミ
ナ

ー
；

3
回

（
9

,0
0

0
円

）
，

会
員

交
流

会
；

3
回

分
（

9
,0

0
0

円
）

旅
費

・
交

通
費

0
0

0

広
報

・
宣

伝
費

0
0

0
公

開
講

座
事

業
の

実
施

を
予

定
し

な
い

の
で

計
上

せ
ず

通
信

費
5

,0
0

0
6

,4
7

0
△

 1
,4

7
0

郵
送

料

印
刷

・
製

本
費

3
3

,0
0

0
3

3
,0

0
0

0
総

合
地

質
 (

v
o

l.5
)2

0
冊

 印
刷

事
務

用
品

費
1

,0
0

0
0

1
,0

0
0

消
耗

品
費

2
,0

0
0

6
2

3
1

,3
7

7
用

紙
代

, 
プ

リ
ン

タ
ー

イ
ン

ク
・

ト
ナ

ー
代

な
ど

支
払

等
手

数
料

5
0

0
2

2
0

2
8

0
送

金
手

数
料

事
業

雑
経

費
1

,0
0

0
4

0
0

6
0

0
ス

ク
リ

ー
ン

代
，

w
i-

fi
代

な
ど

特
定

非
営

利
活

動
法

人
 北

海
道

総
合

地
質

学
研

究
セ

ン
タ

ー

2
0

2
1

年
度

予
算

（
案

）


